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昭和48年（1973年）に当時の計算センターに文部技官として奉職し，43年の歳月が経った．この間，計算センターから計算機
センター（CC），情報処理センター（CCIS），総合情報処理センター（CNS），更に総合情報基盤センターへ（ITC）と発展して
きた軌跡を振り返って，「古きを温めて新しきを知る」の故事の教えのとおり，いわゆる「計算センター」の歴史[1]を振り返り，
これからの新しい「富山大学情報センター」への「望み」と「期待」を述べたいと思う．そして，平成28（2016）年3月に定年
退職するに当たって，この43年間にお世話になった数多くの恩師，諸先輩，同僚，後輩諸君に感謝の意を表したいと思う． 
 
１．はじめに 
私が富山大学に奉職するきっかけは，卒業間近の
昭和48年1月，当時の富山大学文理学部理学科電
波物理学の児島毅教授から，私の所属していた結晶
物理学研究室の中川正之教授を通じて，計算センタ
ーで技官を探しているので君を推薦したいという話
が来た時である．就職試験に失敗し，高校の物理の
教員を目指して，1年間研究生を余儀なくされてい
た私は，コンピューターやプログラムのことを何も
知らないのに，国家公務員採用の代用試験で，数値
計算，電波物理学，交流回路論の 3科目の試験を受
け，厳しい面接試験をなんとか通過し，「文部技官
行政職（一）」として同年4月1日付けで，富山大
学に採用されることになった． 
 それから43年間，「がむしゃら」という表現がぴ
ったりだと思うが，30年間は午前１~2時頃の「午
前様」で，朝6時半には起床して，ラジオ英会話を
欠かさず聴き，7時半には氷見の自宅を出て職場へ
向かった．1日16時間の月月火水木金金の日々を送
ってきた．今なら労働基準法違反で大変なことにな
っただろうが，当時この業界で働くコンピューター
のプログラマーやSE（System Engineer）には普通
の，一般人には過酷な生活だったのかも知れない． 
 
写真１ 中央の平屋建てが計算センター，右の２階建てが後
の計算機センター．２階の無窓部分が計算機室（昭和50年） 
２．計算センター時代 
 昭和40（1965）年5月発行の「富山大学計算セン
ター設立記録」によると，工学部機械工学科の長元亀
久夫教授が中心となって，後に初代計算センター長と
なる文理学部数学科の田中専一郎教授（応用解析学お
よび電子計算機論）等 10 人の委員で，富山大学に電
子計算機設置の予算を付けてもらうことを目的に，昭
和 38（1963）年 7 月 15 日に，富山大学計算研究セ
ンター設立世話人会を発足させた．幸い，昭和 39 年
度の概算要求で，3,300万円の予算が認められ，将来
建物と人員を要求することにして，計7回を経た世話
人会を切り替え，電子計算機室設立準備委員会を設置
した．幸い建物の予算も工面されたので，準備委員会
では，導入するコンピューターの機種選定と建物の設
計を進めた．機種選定では5機種のコンピューターを
対象に，ハードウェアとソフトウェアの両面から詳細
な検討が進められ，最終的に沖電気製の OKITAC 
5090-C 型コンピューター・システムとプログラミン
グ言語にALGOL 系のOKI-PAL が選定された． 
 計算センターの建物は，工学部の移転計画もあって，
最初から五福キャンパスに設置されることとなり，現
在の総合情報基盤センター事務室の場所に，116㎡の
１階平屋建ての「計算センター」が昭和 39 年 12 月
10日に竣工した（写真1）．翌昭和40（1965）年2月
にOKITAC 5090-C型コンピュータ ・ーシステムが搬
入され，3月には計算センターが設置され，4月15日
に開室式（電子計算機室設立準備委員会）が行われた． 
 当時の昭和 40（1965）年 4 月 15 日付け北日本新
聞には，「電子計算センターできる 富山大学，今日
開室式」という見出しで，写真２とともに県下に報じ
られた．センター・スタッフは初代文部技官の林有一
氏と技術補佐員の高塚（石黒）ノブ子様で，その後第
2代技官には岡田勝二氏が，技術補佐員の広田吏子様
が続き，昭和48年4月に第3代目の技官として，私
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高井（石田）正三が赴任することになったのである． 
 
写真2 公開されたOKITAC 5090-C型コンピュータ  ー
（北日本新聞：昭和40年4月15日，著作権処理済み） 
 昭和40（1965）年4月と言えば，初の国産旅客機
YS-11 が就航し，東京大学大型計算機センターが設置
されている．この前年の 1964年4月に，世界最初の
汎用コンピュータ IーBM 360-40 が発表され，事務計
算から科学技術計算まで，あらゆる分野に使用できる
「汎用コンピューター：General-purpose Computer 
System」が登場し，小型から大型コンピューターま
でシリーズ化され，同じOS（オペレーティング・シ
ステム）で，稼働させることができるようになった．
本学に OS を有するコンピューターが登場するのは，
この10年後の昭和49（1984）年である．なお，東京
大学大型計算機センターで大型コンピューター
HITAC 5020が稼働するのは1966年1月である． 
 さて，プログラムのことを何も知らないで計算セン
タ （ーComputing Center）に勤めた私は，ベテラン・
スタッフの高塚ノブ子様から，コンピューター操作か
らプログラミング，センター運営と利用者サービスに
関する総てについて教えを請い，猛烈に勉強した．役
に立つ教科書や参考書が殆どなかったが，マニュアル
を片手に，センター長の田中先生や数学科に移られて
センターの専門委員だった林先生から，数値計算法
（アルゴリズム）とプログラミングを学ぶことができ
た．当時の計算センターは毎週月曜日が終日保守日と
なり，保守の 10 時間は勉強に充てることができた．
夜は工学部の学生や大学院生は徹夜でコンピュータ
ーを使いに来た．電気工学科の院生幸高さんや村本健
一郎さん（富山高専，金沢大教授），佐々木和男さん
（電気工学科教授）のほか，化学工学科助手の田子修
先生などが，思い出される． 
 私が赴任した時には，電気通信大学から JIS 3000
レベルの FORTRAN コンパイラが移植されていて，
昭和 48 年の中頃には，開発者の斉藤栴朗助手と木村
耕三講師を招待して講演会を開催し，FORTRAN プ
ログラミングの普及が図られた．当時数学科の学生だ
った大森克史さん（現人間発達科学部教授）等は，こ
の FORTRAN を使った最初で最後の学生であった．
私も大森さんからいろいろ教えてもらい，ALGOL か
ら FORTRAN プログラミングへと移行していった．
工学部の大学院生青木一章君，佐々和博君など，利用
者の多くは徐々にFORTRAN へ移行していった． 
 
３．計算機センター時代 
 田中センター長は，昭和 48 年度に入って，概算要
求が認められ，次期計算機システムの導入と新しいセ
ンター建物の建設を進めていた．私を雇用した目的は，
新しいシステムによる運用サービスを推進するため
であった．昭和 48 年の夏頃から，計算機の機種選定
のための資料作りが多くなった．計算機用語で一番困
ったのは，「Format」と言う言葉であった．発音通り
「フォーマット」とすれば良いのかもしれないが，辞
書を繰っても「formation（形式）」はあっても，Format
はどこにもなかった．現在のように Internet でWeb
検索ができる時代ではなく，「書式」などという訳は
どこにもなかったのである． 
 予算7,650万円に，学内でどれだけ上乗せできるか
で，コンピューター・メーカーの提案が大きく変わる
時代であった．なんとか 500万円をかき集めて，3者
（日立HITAC 8350，日本電気NEAC 2200-375，富
士通FACOM 230-45S）の提案の中から，富士通製の
FACOM 230-45S が選定された．パンチカード時代の
始まりであった． 
 この年は第一次オイルショックの年で，トイレッ
ト・ペーパーが消える騒ぎがあり，コンピューターの
連続用紙までなかなか手に入らない事態が発生し，使
用済みの連続用紙をセロハンテープで繋ぎ，裏側を使
用して印字したことを，今でも鮮明に覚えている． 
 建築中の新しい計算センター建物（RC-2：663㎡）
も鉄筋の調達が進まず，計算機システムが搬入された
1979 年 3 月には電子計算機室しか完成していなかっ
た．各部屋の順次完成を待ちながら，新システムのサ
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ービスを開始するため，田中センター長と2人三脚で
OS（Operating System）から言語やアプリケーショ
ンまで，毎晩夕方から夜中まで勉強の連続であった． 
 第 2 世代計算機システム写真 5 と新センターの開
所披露式は，1974年5月に行われ，写真3，4のとお
り盛会に行われ，花文字で描いたモナリザのプリント
がプレゼントされ，以後 10 年間，数多くの研究者た
ちがこのシステムを活用していくことになった． 
 
写真3 開所式でシステムを説明する田中専一郎センター長
  
写真4 開所式で挨拶する田中専一郎センター長と出席者 
 
 写真5 FACOM 230-45Sシステムと周辺装置，消耗品 
［XYプロッター・シザリング・ルーチンの移植］ 
 新計算機システムでは，計算結果のグラフを描画す
るXYプロッターが導入され，この利用をスムーズに
するために，名古屋大学大型計算機センターから，シ
ザリング・ルーチン（大きな空間から必要部分を切り
取って描画する副プログラム群）を移植し，運用して
きた．この移植作業が私の最初の大仕事であった． 
 
 写真6 XYプロッターのシザリング・ルーチン説明図 
 XYプロッター・プログラミングの利用では，電波
物理学の高木光司郎先生から頂いた「重畳波形の分離」
をローレンツ型関数の波形として，ピーク位置の値と
半値幅を初期値入力し，非線形最小二乗法で解く問題
に挑戦したことが，大変勉強になった．その後，XYプ
ロッター・プログラミングでは，名古屋大学大型計算
機センターに刺激されて，最終的にはカーボーイハッ
トの隠線消去法を使用したメッシュによる立体図や
等高線図を自由自在に描きたかった．いろいろな先生
から問題をもらい，協力し学ぶことも大切である． 
［FAST マークカードの設計］ 
 当時，高岡市中川にあった工学部学生の計算機プロ
グラミング実習にマークカード（写真7上）を使って
行っていたが，コードの塗り間違えでカードリーダー
が頻繁に停止し，コードの修正作業に膨大な時間がか
かっていた．これを解決するために，FAST マークカ
ード入力変換プログラムを開発して（写真 7 下），文
字コード入力エラーを殆ど99.9%無くした．即ち，塗
り間違えても 029 コード・エラーにならないように
工夫した．これをその年度開催の情報処理学会で発表
したが，当時の座長には正当に評価されず，悔しい思
いをした．世の中は既にTSS（Time Sharing System）
時代へと移りつつあったようだ． 
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写真7 通常のマークカード（上）とFAST Mark Card（下） 
 アプリケーション・プログラムでは，工学部通信工
学講座の加川幸雄教授，山淵龍夫助手が中心になって，
音響問題有限要素法パッケージ FEPACF（Finite 
Element method Package for Acoustic Field ana-
lysis）のベースとなる ACOUSFEP を開発・登録し
て頂いた． 
 また人文学部の協力で，東京大学文学部の荻野綱男
助教授から「方言調査パッケージGLAPS」の提供を
受け，これをFACOM 230-45S へ移植した． 
 データベースでは，第3代センター長となられた理
学部化学科の川井清保先生の協力を得て，学生の坂佳
澄さんとセンターの新開純子技術補佐員の開発によ
る，振動スペクトルによる 2 次文献の検索システム
CIRT（Chemical Information Retrival system of 
Toyama university）を完成した．富山大学における
最初のデータベース・システムの試作であった[2]． 
 このセンターは，その後本学の計算機の中心となっ
て，学術研究・教育および事務にも利用してもらおう
と，昭和51（1976）年9月に「計算機センタ （ーCC：
Computer Center）」に改称された．そして，利用の
手引きの作成，講習会の実施，事務系COBOL 講習会
の実施，カード穿孔機の増設，オープン入出力装置の
増設など，カード時代の幕開けとなり，計算機センタ
ー年報が発行され，昭和 59(1984)年まで，10 年間に
亘って，実によく，夜通しでも使用された． 
 徹夜で思い出すのは，工学部の袋谷賢吉先生である．
視神経の研究をされて，昼は高岡の工学部の最も奥に
ある孤独な実験室で実験し，夜は五福で夜を徹して計
算をしておられ，夜な夜な石油ストーブの上で水炊き
を食しながら，いろいろな研究の話に夢中だった頃が
懐かしい． 
４．情報処理センター時代へ 
4.1 情報処理センターの設置 
 昭和56（1981）年4月に代3代センター長に就
任した川井清保教授（理学部化学科構造化学講座）
は，情報処理センター（センター建物とレンタル予
算650万円／月）設置のための概算要求に，文部省
に足繁く通われ，4年後の昭和59（1984）年に予算
が付き，旧計算センターと駐車場の一部を頂いて，
センター建物を増設し，RC-2，950㎡の資格面積を
確保し，増設した建物に，レンタル予算による大型
計算機システムFACOM M-360（富士通株式会社
製，翌年FACOM M-360AP に拡張）を設置して，
組織を「計算機センター（英字名称：Computer  
Center）」から「情報処理センター（英語名称：
Center for Computer and Information Services）」
へと改組した（写真 8）． 
 
 写真8 左側を増設した白くなった情報処理センター建物 
 旧計算機室は日本語グラフィック端末室となり，
TSS端末51台が設置され，これを使用した各学部
のプログラミング教育にも活用された（写真 9）． 
 
 写真9 日本語グラフィック端末51台の第３端末室 
 大容量計算の可能な仮想記憶OS（IBM MVS相当
のOSⅣ／MSP で，各ユーザーは2GBの仮想空間
が使用できるようになった）によって，大型行列計
算や大規模なシミュレーションが可能なり，TSS処
理によるプログラム作成・編集と，TSS端末からの
リモート・バッチ処理が主流となって，ここに京都
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大学や名古屋大学大型計算機センター同じソフトウ
ェアが使用できる環境が整った． 
 この大型計算機システムには，Calcomp-1075 型
のカルコンプ社製大型XY Plotter に加え，漢字レー
ザー・プリンター3台が設置された（写真 10）． 
また，富士通社製のFACOM 2883光データ・ハイ
ウェイ・システムが導入され，附属図書館をはじめ
各部局に用意されたF9450Ⅱ型端末装置が同軸ケー
ブルで日本語端末制御装置に接続し，各研究室のPC 
NEC 9801等はRS-232Cケーブルで，リモート・
アダプターRA/RXに接続し，その他のPCはモデム
を使用し，構内電話回線経由で通信制御装置に接続
され，情報処理センターの大型計算機システムをオ
ンラインで使用できるようになった（図11~12）． 
 
 写真10 第1,2端末室，オープン入出力室，日本語端末 
 
 図11 附属図書館F9450Ⅱ端末と光ファイバー・ケーブル
 
図12 FACOM M-360APシステムとデータ通信システム構成図 
 ただし，F9450Ⅱ端末装置は100万円台で高価で
あったが，PCと併せて154台のターミナルがこの
光データ・ハイウェイに接続された． 
 この時代の特徴的な出来事・成果は以下の 4つで
あるが，ソフトウェアなどの保守が富士通東京本社
から，何故か富士通東北システムズへ移り，SEの菅
野さんはそこから出張して来ていた． 
4.2 自動運転の開始 
 大型計算機システムは，使用電力量も大きく，夜
中にTSS端末が1~2台で，バッチ処理皆無という
のも，電気代のもったいない話である．また，冬は
計算機室内の温度が上がらないため，空調を入れて
から室温が10数度まで上がるのを待って，電源を投
入していたが，業務サービスが間に合わないなど問
題が多く，遂に能美防災製の「自動電源制御装置」
導入し，TSSユーザーが2人以下の状態が20分以
上続いた場合，警告を出して電源をOFF にし，空調
も停止するように設定した．朝は逆に 6時過ぎから
室温を測定し，自動で空調の電源ON にし，一定温
度に達してから計算機の電源を投入し，IPL（Initial 
Program Load）の時間を計算して，毎朝8時30分
にはオンライン・サービスを提供できるように設定
した．ただし，極寒の朝は屋上のクーリング・タワ
ーが凍結し，空調すら電源ON できないときもあっ
た．大型やかんにお湯を沸かし，屋上に持ち上げて
氷を溶かし，それから空調の電源ON という日も何
回かあったので，極寒の日は空調を止めないように
なった．IBMの大型計算機から，ハードウェアの故
障や保守を除いて，コンピューターは 1日24時間
365日連続運転するようになった． 
 
4.3 パッケージ・アプリケーションの幕開け 
 先ず，統計解析パッケージの，SAS（Statistical 
Analysis System）を導入した．次いで数量化理論
を含んだSPSS（Statistical Package for Social 
Science）を整備した．富士通製のANALYST もあ
ったが，ユーザーの多くがSASを使い，日本語マニ
ュアルも揃っていた． 
 東京大学文学部から譲渡を受けた方言調査パッケ
ージGLAPSも移植した．工学部の加川・山淵先生
開発のFEPACF（音響問題有限要素解析パッケー
ジ）も大型へ移植した． 
 初めて導入した図書館情報システムは，富士通の
ILIS（Integrated Library Information System）
で，F9450Ⅱ端末側のシステムも併せて導入した． 
 文書処理はODM（Office Document Manager）
で，各種マニュアルを作成した．この時事務補佐員
だった藤井（佐藤）優子さんは，タッチ・タイピン
グのベテランで，そのタイプ・スピードは誰も真似
できない程で，筆者はマニュアルの原稿を催促され
るが常であったことを思いだす．同一業種同一賃金
など，できるわけがない．すべては能率による． 
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 ATF/LEという英論文・記号（数式・化学式）清
書システムも導入され，利用者も少し増えたようだ
が，本格的な英論文・数式清書システムはTeXや
LaTeXのタイプ・セッティング・システムの登場を
待ってからであった． 
 数式処理ではReduce 3.1 が使用され，その素晴ら
しさに感銘した．分数の乗除結果が分数の形式で出
力され，円周率の表示も自在であった．人工知能言
語Prolog/KRやリスト処理言語Uti-LISP，文字列
処理言語SNOBOL4も順次導入した． 
 グラフィック関係ではGRAPHMAN という会話
型図形処理システムを導入し，このマニュアルを工
学部電子工学科の長谷博行助教授に作って頂き，大
変助かったことを思い出す． 
 電子工学科はコンピューター・プログラミングに
熱心で，いろいろなテキストを作成されていて，筆
者にもプレゼントされたので大変勉強になった．後
の「情報処理科目テキスト」の執筆に，長谷先生に
加わって頂いたが，その講座の酒井充助手も含め，
本当に助けて頂いた恩は忘れない． 
 
4.4 東京大学文献情報センター（現NACSIS)との接
続は１２番目（N ｰ 1 NET による接続） 
 
 図13 東京大学文献情報センターとの接続（12番目） 
 大型コンピューターの導入予算に含め，図書館情報
システムを導入したので，現NACSIS（当時，東京大
学文献情報センター）の目録所在情報サービスを受け
るために，N-1 NET（大学間ネットワーク：富山大学
はS60.1(1985.1）に接続済み）により，昭和61(1986)
年 3 月 28 日に，第 12 番目の大学として，附属図書
館を接続し，目録所在情報サービスを開始した． 
 
4.5 トリチウム文献データベース・システムの開発 
 富山大学理学部の竹内豊三郎教授が中心となって，
昭和55(1980)年に，時限10年の学内共同教育研究機
関「トリチウム科学センター」が設置された．我が国
唯一のトリチウム専門研究施設であり，富山大学とし
ては，かつての和漢薬研究所に継ぐ研究施設である． 
 1986 年頃だったと思うが，トリチウム科学センタ
ーの芦田完助手から，トリチウム文献データベースを
科学研究費のデータベースに申請したいと話があり，
Chemical Abstract から Tritium 関係の文献を抽出
し，データを蓄積していくことになった．幸い科研費
が採択され，アルバイトの学生に，文献1件の入力に
つき500円の成果報酬を出すことにして，1985年以
降の文献データを入力するため，当時の大型計算機
FACOM M-360AP システム上に，Tritium Database 
Management SystemⅠ(TDMS1)という，トリチウム
文献データベース作成のためのデータ入力編集シス
テムを開発した（図 14~15）． 
 
 
  図14 トリチウム・データベース管理システム1 
 科研費は「トリチウム文献データベース作成チーム
（代表者：渡辺国昭教授）」で申請し，実質担当者は，
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芦田完助手と筆者高井正三技官の 2 人で，1985 年以
降のトリチウム文献データ2779件を蓄積し，富士通
の逆インデックス型大型文献情報検索システム
FAIRS（FACOM Advanced Information Retrieval 
System）を使って，キーワード検索できるようにし
た．後の IBM システムでは STAIRS (STorage And 
Information Retrieval System)を使ってサービスを
続けた．芦田完氏はその後助教授として，富山大学と
水素同位体機能研究センターの発展のため，研究教育
活動を続けたが，癌を患い若くして亡くなった． 
 
 図15 トリチウム文献データ入力，更新，参照画面 
 
［データベースのその後］ 
 このトリチウム文献データベース作成以降，先ず人
文学部文化人類学の和崎洋一教授が，スワヒリ語→日
本語の辞書があるので，日本語→スワヒリ語の辞書を，
データベース・システムを使って簡単に作れないか，
という話をもってこられた．科学研究費を取ったので
相談に乗って欲しいと，大学横の焼きそば屋で話しを
聞いたのが最初であった．逆インデックス型文献情報
検索システムの原理を説明し，スワヒリ語→日本語の
辞書から文例と日本語キーワードを入れて蓄積し，日
本語をキーワードとして，スワヒリ語の文例を表示す
る方法を伝え，結局は株式会社インテックがデータ入
力を引き受けたようである． 
 続いて，人文学部朝鮮語学の藤本幸夫教授が，日本
現存現存朝鮮古書約 15,000 冊の 28 項目にわたる書
誌情報を，コンピューターに入力し，書誌目録して経
部，史部，子部，集部に分けて出版したい，との相談
であった．筆者はこのデータベースが極めて貴重で，
日本で唯一の「日本現存現存朝鮮古書データベース
（DOKB：Database of Old Koren Books existed in 
Japan）」もので，富山大学固有のデータベースになる
と判断し，その構築に協力することを伝えた．それか
ら 20 年近く，この仕事を手伝うようになった．筆者
もこのデータベース・システム関係の研究を行い 11
年間科学研究費頂いた． 
4.6 パーソナル・コンピューターの台頭 
 筆者が計算機センター時代に，最初にPCを購入
したのは，昭和54（1979）年3月であった．注文
したPCは富山市になく，高岡市にあった無線パー
ツ高岡店で，Tandy Radio Shack 社製TRS-80シス
テム一式を注文し，購入した．当時，大学の会計係
から，黒塗りの公用車を出してもらって，システム
一式を取りに行ったことを鮮明に覚えている．価格
は80万円，CPU はZ80，64KBメモリー，5.25 
inch Diskettドライブ2台に，放電プリンターとカ
セット・テープ用の記録装置がついていて，OSは
TRS-DOSと言い，いくつかのアプリケーション・
プログラムがついていた．このとき初めて，ビジカ
ルク（VisiCalc：Visible Calculator）という表計算
ソフトウェアに接し，その考え方，計算能力の素晴
らしさ，便利さに感動し，惚れ込んだことを，今も
忘れていない．この表計算ソフトウェア＝ビジカル
クは，1978年，MIT 出身のダン・ブリックリンと
ボブ・フランクストンの2人が，夜を徹して作り上
げた．このVisiCalc が先ず，AppleⅡ用に作られ，
PCの普及に拍車をかけた．その後グラフィック機
能とデータベース機能を加えたLotus 1-2-3（ロータ
ス・ワン・ツー・スリー）が，ジョナサン・ザック
スと，ミッチー・ケイパーによって作られた．あの
IBM PCを爆発的に普及させ，今日のPC社会の礎
を築いたことは，万人が認める所である． 
一方，我が国ではNEC製のPC-8001が1979年
に168,000円で発売され，1982年10月には16bit
のマイクロ・プロセッサμPD8086（Intel 8086 コ
ンパチブル）を積んだPC-9801が発表され，爆発的
に普及し，「国民機」と言われた程である．研究者達
がN88-日本語BASIC(86)でプログラムを組んだ．そ
の時代，富士通はFM-16β，FM-R，FM-TOWNS
等を発売していた．このNECも富士通も，1981年
に IBM PCが発売され，1984年からPC-ATが世界
標準になっている時に，「日本の常識は世界の非常
識」を地で行っていたのである．日本 IBMはPC-
AT 互換機で日本語入出力ができるようにDOS/Vを
1990年に発表した．その後，日本電気が IBM PC
互換のパーソナル・コンピューターDOS/Vを発売し
たのは，実に1997年になってからである．富士通
が初のPC-AT 互換機「FMV」シリーズを発表した
のは，1993年10月である． 
筆者らは，学内のPC-9801ユーザーから，データ
の取り込みや媒体変換などの需要があり，また，オ
－16－ 
 
ンライン接続のテスト機として，PC-98-XL システ
ム一式を購入した次第である（図 16）． 
 
図16 媒体変換などに使ったPC 98-XLシステム（右下）他 
 
4.7 情報処理システムの国際競争入札始まる 
さて，PCが普及し始めた1986年12月，工学部
電気工学科の八木寛教授が，第 4代情報処理センタ
ー長に就任した．八木センター長は，コオロギ博士
（コオロギの神経がDuplex System）として内外に
有名な先生で，3期6年間情報処理センター長を勤
められた．その後，不運であるが癌が原因で逝去さ
れたが，筆者には初代センター長の田中先生に同じ
くらい尊敬に値する，頼もしい先生であった． 
八木センター長の時代，就任の 1年後，国立大学
のすべての情報処理システムの国際競争入札が始ま
ったのである．本学が導入したい情報処理システム
の具体的な要求仕様書を作成し，できるだけ多くの
コンピューター・メーカーが応札できるように，公
正な仕様書作りが求められた．文部省からの指導も
あり，本学の仕様書作成委員会の採決と文部省の国
際調達調査官の検査にパスしなければ，入札公示が
できなかった．時代は既にPCと国際的な学術ネッ
トワークの時代に入っていたので，可能な限り最新
の情報を収集するとともに，メーカーからの提案資
料を検討し，学内からの要望は 3つ専門小委員会に
図って要望をまとめ，高度情報化社会の動向と今後
の大学の向かうべき方向などを提示しながら，仕様
書作成委員会の合意をまとめ，入札公示となった． 
 当時，富士通にはPC-AT のような世界標準に近い
仕様のPCがなく，国際的な学術ネットワークのサ
ポートもなかったので，入札の結果，日本アイ・ビ
ー・エム社の提案する IBM 3081-KX4 大型計算機シ
ステムと IBM パーソナル・システム IBM5541-P08
（IBM DOS J4.0）を中心とする343台のPC，学
内LAN としてトークン・リングLAN，国際的な学
術ネットワークとしてBITNET（Because It's Time 
NETwork），N-1NET，図書館情報システムとして
DOBISを，レンタル予算650万円に170万円を上
乗せして，月額820万円で落札した． 
 学内の研究者に，1台100万円のPC（図17左）
を月額1万円でレンタルして頂き，その金額を集め
て月120万円を，計算機使用料金から月50万円を
捻出したのであった． 
 
 図17 IBM 5541-P08型PCとIBM 3380磁気ディスク装置 
 A4判の印刷用紙の両面に最大８ページ分の計算結
果を出力できるようになり，図形の印刷も簡単にで
きるLaser Printerを工学部と理学部設置した．大
雪の降る極寒の日も，研究室からLAN とBITNET
を経由して，24時間365日電子メールやメッセージ
交換，計算サービス，TeXによる英論文作成システ
ムを享受でき，PCでは一太郎やLotus 1-2-3等を使
って，文書作成や表計算・簡易グラフの作成ができ
るようになった．OSは IBM VM/CMS（Virtual 
Machine / Conversational Monitor System）で，各
個人専用のOSに組み立てることができるようにな
った．アプリケーションでは，TeXを始め，統計解
析パッケージSASや数式処理システムREDUCEの
他，理工系の非経験的分子軌道法プログラム
Gaussian86，MARC/MENTAT など有限要素法に
よる構造解析プログラムなど，大型計算機センター
に引けを取らない情報システムでのサービスを開始
した．情報処理センターの英字名称が，CCIS
（Center for Computer and Information Services）
になっているのは，日経NEEDSなどのデータベー
スの他，後に有価証券報告書や株価収益率など経済
関係のデータベース，図書館の書誌検索も可能にな
ったからである．ただし，FACOM MSP 時代のよう
な最大2GBの仮想空間を使った大型計算は，最大
512MBの仮想計算機に制限された．VM/ESAに替
わって２GBに戻るが，多少不便を感じた利用者い
たのでは，と反省している． 
 なお，工学部電子工学科の上羽弘助教授には英論
文作成用タイプ・セッティング・システムTeX（「テ
フ」と発音）のマニュアルを，TeXを使って書いて
頂いた（図18）． 
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 図18 上羽（H.R.Weber）先生によるTeX入門マニュアル 
 
 図19 川崎先生から移植したHyperMapによる世界地図 
 
4.8 国際学術ネットワークからインターネットへ 
 IBMシステムへ替わって新しくサービスを開始し
たBITNET であるが，システムのインストールは大
変で，東京理科大学情報処理センターの東田幸樹先
生に，具体的に教えを請い，なんとか通信できるよ
うになった．その時感謝の意を伝えると，「今度あな
たに問い合わせが来たときは，同じように対応して
やって下さい．」と言われたことを今も忘れない．
BITNET はJPNTYAVM（富山大学）→金沢工大→
東京理科大→ニューヨーク市立大CUNYへと繋が
った．このネットワークではLISTSERV という，
あるテーマ別のメーリング・リストを集めた管理サ
ーバーを使用できたことである． 
 さて，世の中は次第に Internet時代へと移りつつ
あった．筆者は福井大学情報処理センターにおられ
た岩原正吉先生から「早く IP アドレスの申請をしな
いとBクラス・アドレスが無くなる．」と連絡を受
け，IP アドレスの取得手順を詳しく教えて頂いた．
お陰で無事WIDEの村井純先生からBクラス・ア
ドレス「160.26」を頂くことができた（写真20）．
その後まもなく1992年6月10日から日本の IP ア
ドレスの管理がJPNICに移り，Bクラスの配布は
なくなった様である． 
 今日までの筆者の存在価値は，このBクラスの IP
アドレスを取得したことと，4回構内光ファイバー
を敷設し，殆どの研究室，実験室，講義室，事務室
に情報コンセントを設置したこと，情報処理科目の
テキストを22年間書き続けてきたことくらいだ． 
 
 図20 WIDEの村井純先生から届いたIPアドレス160.26 
［SINET への接続］ 
 平成4(1992)年12月に第5代センター長として，
工学部通信工学講座の山淵龍夫教授が就任され，翌
年の3月には補正予算だったと思うが，高速科学技
術計算サーバ IーBM RS/6000-580×２台（Power PC 
62.5MHz で125MFLOPS，Linpack 38MFLOPS
の性能を有する最初のHPC：High Performance 
Computer）が設置された．その平成 5(1993)年4月
に第5代文部技官として，福井大学情報工学科出身
の坂本江見（現岡根江見）が赴任した．早速彼女の
支援で Internet Backbone のSINET（Science Info-
mation NETwork）へ，金沢大学角間キャンパス経
由64Kbps で接続が完了した．ここにおいて初めて
富山大学はインターネットの仲間入りを果たすこと
ができた． 
［キャンパスLAN の拡張と高速化］ 
 この後，H6=1994 年にFDDI－LAN，H8=1996
年には問題のATM－LAN を導入した（図21）． 
 
 図21 1996年3月に完成したATMネットワーク・システム 
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 H11=1999年にはATMメガリンク・サービス
（４Mbps）でSINET に接続することになる． 
 更に，H13=2001年にはGigabitネットワーク・
システムのサービスを開始した（図 22）． 
 
 図22 2001年3月に完成したGigabit Network System 
 
［'91VM教育ワークショップの開催］ 
 IBMシステムを導入してから，同じVM／CMS
を使用している大学間で“VM教育システム・ワーク
ショップ”というワークショップを開催し，VMをど
のように使いこなすかを，システム設計者や運用管
理者などユーザー側とメーカー側が一堂に会し，議
論し合う研究会で，1988年から開始され，富山大学
は1991年に，県民会館と名鉄トヤマホテルで開催
し，盛会のうちに終了した（写真 23）． 
 
 写真23 '91VMワークショップの参加者と講演予稿集 
 
4.9 教養教育基礎共通科目「情報処理」開始 
 このH5=1993年から教養教育基礎共通科目「情
報処理（選択必修）」が開始された．概ね 9割の学生
が「情報処理」を選択し，全学出動体制で情報処理
教育部会の先生方でクラスを分担し，山淵センター
長を中心に作成した「情報処理科目実習参考テキス
ト（第１版，１，２）」を生協で印刷・販売し，全学
に６か所ある教育用端末室（人文学部４FCL 教室
10台，教育学部４F 教育用端末室51台，経済学部
４F教育用端末室51台，理学部２Fコンピューター
室5台，工学部1F 教育用端末室 51台，情報処理セ
ンター２F第3端末室）のうち４教室を利用し，授
業は２コマ連続３時間のQuauter 制（７週間）で実
施し，６月には交替して残りの学生が受講した． 
 教育内容は，PCのエディター，日本語ワープロの
一太郎Ver.3，表計算のLotus 1-2-3から，大型コン
ピューターのREXX，SAS，TeX，XEDITOR，図
書館情報システム，電子メールの使い方まで網羅し
ていた（図24テキストの目次参照）． 
 
 図24 情報処理科目実習参考テキスト（第1版）の目次 
 この情報処理科目は，2012年度から五福キャンパ
スの全学部で必修科目と成り，それと並行して後期
に開講されていたプログラミングを中心とする教養
言論演習も，2012年度から応用情報処理科目となっ
た．最初の4年間は，第6代文部技官として就任し
た，川原智徳君に協力をお願いして，TeXによる教
科書作成を手伝ってもらった．川原技官は鹿児島ラ
サールから筑波大学を経て富山に来たが，とにかく
文章の校正能力が抜群で，的確で迅速であり，コン
ピューターの要求仕様書でも，神業を発揮してくれ
たことを思い出す． 
 山淵センター長とは，囲碁もよくやったし，宴会
では酒もよく嗜われた．とにかくピッチが速かった
のを思い出す．その前の八木センター長も酒が好き
１．大型計算機端末及びパソコン端末としての使用法
２．大型機端末及びパソコンの使用法の実習
３．エディタ：MIFESの使い方
４．日本語ワープロ：一太郎の使い方
５．表計算ソフト：Lotus 1-2-3の使い方
６．コマンド・プロシージャ言語：REXX入門
７．統計解析システム：SAS入門
８．英論文清書システム：TeX入門
９．対話式図表作成ユーティリティ：ICUの使い方
１．イントロダクションーComputer使用開始に際して
２．仮想計算機システムOS(VM/CMS)
３．システム・プロダクト編集プログラムXEDITOR
４．Fortranプログラミング
５．システム・プロダクト解釈プログラムREXX
６．英論文清書システム：TeX利用の手引き
７．図書館情報システム：DOBIS利用の手引き
８．国際学術ネットワークBITNET利用の手引き
９．グラフィック（GDDM)を使おう
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で，次の日まで仕上げなければならない仕事がある
のに，「それは俺が責任を取るから，直ぐ来い．」と
言って，よくビーフ館などで焼き肉をご馳走になっ
た．このようなセンター長の時は，酒の席で本音が
出るのであろう．1日16時間勤務の疲れも直ぐにす
っ飛ぶのであった．山淵センター長とは，東京出張
の帰りに東武線で日光江戸村に遊び，黄金の茶室で
茶を戴き，その後，初めて３D映画を観て「槍が真
っ直ぐ自分に突き刺さる」体験もしたことが懐かし
い．（閑話休題） 
 なお，八木センター長時代の，平成元（1989）年
3月に「全学情報処理教育方法等の調査研究プロジ
ェクト報告書」を出し，本学における情報処理教育
の歴史と現状から，「学内における情報処理教育等に
関する研究会」での発表内容や「情報処理教育等に
関するアンケート」の集計結果を報告し，全教官に
配布した．その後，平成 3(1991)年12月11日に
「全学共通の情報処理教育への提案－全学部の新入
生を対象とする情報処理科目の必要性とそれを実現
するための総合情報処理センター設置について－」 
という提案書を当時の滝澤学長宛に提出し，総合情
報基盤センターの設置の必要性を提案した．そして
また，概算要求が開始されたのである． 
 
５．総合情報処理センター時代へ 
 筆者が経験した2つ目の概算要求が認められ，平成
8（1996）年5月１日，文部省令に基づく共同教育研
究施設として，総合情報処理センターCNS が設置さ
れ，情報システムのレンタル料金が 650 万円から
1200 万円に増額された．初代総合情報処理センター
長（通算第6代目）には，経済学部環境経済学の桂木
健次教授が就任し，第6世代の総合情報処理システム
を国際入札により調達した． 
第6世代総合情報処理システムは，メインフレーム・
システム IBM 9121-320（Vector Processor 付き）と
Paralell Computer IBM RS/6000 SP，LTO カセッ
ト・テープ（200GB）・ライブラリー装置，各種
Server×14台, WS（Work Station）×50台，PCは教
育用（構内 11 か所の教育用端末室設置）を含め，計
576 台で構成される，巨大な情報システムであった．
建物の増設（1,414 ㎡）も認められ，H9＝1997年12
月に４階建ての総合情報処理センタ ・ーマルチメディ
ア棟（Multimedia BLDG）が完成した．翌 1998 年
3月に竣工記念式典が挙行され，この建物と総合情報
通信システムを一般に公開した（写真 25~27）． 
 
 図25 総合情報処理センター建物とCNSの銘板 
 
 図26 総合情報処理システムと第１端末室のPC群 
 
図27 総合情報処理センター竣工記念式の報道(1998.03.11) 
 なお，専任教官として助教授のポストが付き，筆者
が9月1日付けで助教授に着任した． 
 平成10（1998）年5月,第2代（通算第7代目）
総合情報情報センター長に教育学部情報教育の山西
潤一教授が就任した．山西センター長の時代には，
ATMネットワークを人文学部拡張，4F のソフトウ
ェア演習室にSCS（Space Collaboration System）
を設置，富山大学の公式ホームページを公開，キャ
ンパス情報ネットワーク・システム（Tya-net）を
100Mbps 化，SINET 接続の5Mbps 高速化，2001
年にGigabit ネットワーク工事とサービス開始（図
22）・披露式など，数多くの事業を実現した． 
［第5回学術情報処理研究集会の開催］ 
 省令施設「総合情報処理センター」を有する大学
間で，「学術および総合情報処理センター研究交流・
連絡会議」と「学術情報処理研究会」が開催される
ようになった．富山大学は第 5回（黒田講堂会議室
で2001年10月4~5日に開催）を担当した．この会
議で，本学から「大学における情報セキュリティ・
ポリシー（案）」を初めて提案し，活発な議論を行っ
た．その後多くの大学で情報セキュリティ・ポリシ
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ーが制定されていった（写真 28）． 
 
図28 第5回の研究交流・連絡会議と学術情報処理研究集会 
［DOKBデータベース・システムの研究開発］ 
 1996年頃から人文学部藤本幸夫教授と共同で，日
本現存朝鮮古書データベースの開発を開始．以後，
科学研究費が認められ，本格的にDOKBの開発，デ
ータ入力と蓄積，クリーニングを開始．DOKBとし
てインターネット上に公開するようになった． 
 この頃，科学研究費で工学部情報工学科の喜多啓
太君と米田恭章君を雇用し，学部と大学院の 3年間
を，このDOKBシステムの開発を支援してくれた．
彼らとJava Framework を使って，Ajax技法を取
り入れた，Unicode による入力支援システムを組み
込んだ「日本現存朝鮮古書データベース検索システ
ム」を完成することができた（図 29）． 
 
 図29 日本現存朝鮮古書データベース検索システム 
 
 さて，本学では人文学部で入試の採点ミスが発覚
し，本来合格している学生が不合格になったという
大失態があったが，文部科学省からは早く「総合情
報基盤センター」の概算要求を出すようにと催促が
あった．ここに中断していた 3つ目の「総合情報基
盤センターの概算要求」活動を開始したのである． 
 
６．総合情報基盤センター時代へ 
 平成14(2002)年5月に，第3代（通算第8代目）
総合情報処理センターに，工学部通信工学講座の村
井忠邦教授が就任し，総合情報基盤センター設置の
説明ため，事務局経理部主計課司計係の高森満事務
官等と共に文部科学省へ出張したが，村井センター
長の声が小さいのと，提出資料の不味さで，最初の
2回は門前払いであった．3回目は筆者がすべて書き
直して，再度説明にあがったが，係官が一言言った
のは「字が小さい」であった．ここに総合情報基盤
センターの設置要求の目途が立った． 
 平成15(2003)年4月，遂に総合情報基盤センター
が設置された．初代総合情報基盤センター長には村
井教授がそのまま就任し，３研究開発部門（教員 6
名）と運用管理業務部門（技術職員 3名）が設置さ
れた．省令施設としては最後の大学で，この時，岐
阜大学，神戸大学，愛媛大学，鹿児島大学の 5大学
が同じような総合情報基盤センターに格上げになっ
た．実に1973年の赴任以来30年間の歳月を経て，
ようやくお隣の金沢大学に追いつくことができたの
である．翌年には国立大学が法人化するのである． 
 ところで，教員も教授×３，助教授×2，助手×1
が認められ，筆者は学術情報サービス研究開発部門
の教授に着任した．経済学部から移った上木佐季子
さんが同じ部門の講師に着任した．情報メディア教
育研究開発部門には，常葉大学から木原寛教授と金
沢経済大学から沖野浩二助手が着任，情報通信技術
研究開発部門には，技術補佐員だった布村紀男氏が
准教授で，計算力学専門の奥村弘氏が講師で着任し
た．計6人の教員で，新しくなった総合情報基盤セ
ンターの教育と研究開発を担当することになった． 
 また，法人化を前に川原技官が鹿児島大学歯学部
に異動し，総合情報処理センター時代に高岡短大か
ら異動してきた畑篤技官に加え，工学部から移った
豊本勉技官らが技術専門職員となり，金沢工大を卒
業して着任した山田純一技術職員の 3名と数人の技
術補佐員と事務補佐員で運用管理部門を構成した． 
 平成16(2004)年1月には，SINET 富山大学ノー
ドは50Mbps に高速化され，3月には，総合情報基
盤センターの建物改装を終えた． 
 これまでの間，技術補佐員としてPCの保守を担
当した三橋正博君や情報倫理の e-Learning教材を 
整備してくれた谷嵜文寛君，英語版ホームページを
担当し，ITCのロゴをデザインしてくれた柴田奈々
絵さん，イラストレーターを使って資料を作成して
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くれた橋本ますみさん，英語版ホームページ担当の
河上明子さんなど，改めて感謝の意を表する． 
 事務補佐員では，横江厚子さん，藤井友美さん，
高島真智子さん，増川恵吏子さん，五十嵐仁子さん
に，重ねて感謝の意を表したい． 
 筆者の個人的なことであるが，平成16（2004）年
8月に，北陸地域のネットワーク技術の普及などの
貢献に対し，北陸テレコム懇談会会長表彰を，平成
24(2012)年10月に，独立行政法人日本学術振興会か
ら平成24年度科研費審査委員として表彰された． 
 そして昨年，2015PCC 開催が富山大学で開催さ
れ，その実行委員長を無事終えることができた．す
べては，関係者と参加者の協力のお陰である． 
 では，話を終わりに持って行こうと思うが，43年
間にいろいろなことをやってきたので，．残りの章
で，計算機システムの変遷，ネットワーク・システ
ムの変遷，業務情報システムと教育支援システム，
研究支援用アプリケーション・システム，使用また
は挑戦した言語処理プログラムの一覧，導入し整備
したデータベースの一覧，公開講座や夢大学などの
活動を一覧して，この記事を終わりたい． 
 
７．計算機システム 
・第1世代 OKITAC 5090-C（最後の1年間） 
・第2世代 FACOM 230-45S（10.5年） 
・第3世代 FACOM M-360 AP（4.5年） 
・第4世代 IBM 3081-KX4 
・特別予算で IBM RS/6000-580×2 
・第5世代 IBM 4381-T92 
・第6世代 IBM 9121-320＋Vector, RS/6000-SP 
・第7世代 Dual AlphaUP264/833EE-2048L×12 
 IBM RS/6000 M-H80, IBM AS/400 e-250，他 
・第８世代以降は総合情報基盤センター・システム 
 
８．ネットワーク・システム 
・N1-NET 
・FACOM2883光データ・ハイウェイ 
・学術ネットワーク接続12番目 
・BITNET 
・SINET 
・SINET 富山大学ノード 
・IBM Token Ring LAN 
・FDDI ネットワーク 
・ATMネットワーク 
・Gigabitネットワーク（Single Mode光ファイバー） 
・４回の光ファイバー敷設（補正予算）， 
・情報コンセントの設置（現経済学部総務課長の田村
修一氏による全学部，全研究室，実験室，講義室，
事務室，図書館，黒田講堂その他の図面整備のお陰） 
・100Mbps 化への変更，無線LAN 設置 
 
９．業務情報システム，教育支援システム 
・図書館情報システム ILIS（富士通） 
・図書館情報システムDOBIS（IBM) 
・学務情報システムACTIS（KRI，AS/400） 
・入試データ処理システム 
・学務情報システムGAKUEN－Universal Passport 
・センター利用者登録管理システム（KRI） 
・TOIEC訓練システムNetAcademy 
 
10．研究支援用アプリケーション・システム 
［コンピューター・メーカー以外のもの中心］ 
・方言調査パッケージ GLAPS（荻野綱男先生から） 
・人工知能システムBRAINS 
・統計解析システムSAS 
  BASICS／STATISTICS／GRAPH／ETS／OR， 
  AF／IML／FSP／CBT001~006 
・統計解析システムSPSS 
・統計解析システムJMP 
・半経験的分子軌道法MOPAC 
・高分子解析シミュレーションAmber 
・非経験的分子軌道法GAUSSIAN86／92／94／98 
・可視化システムAVS Express 
・構造解析プログラムMARC，Mentat 
・技術計算・データ解析システムMATLAB 
・コンピューター工学設計プログラムCAEDS 
・数式処理システムReduce 
・数式処理システムMathematica 
・時系列処理プログラムTSP4.1 
・計量経済コンピュータ・プログラムSHAZAM 
・CSA総計システムSCA 
・イリノイ大学経済学科 
 －計量経済モデル診断プログラムB34S 
・日経NEEDSデータ処理プログラムXCAMPUS 
・英論文清書システムTeX（Plain TeX） 
・日英論文清書システムLaTeX 
・アメリカ数学会英論文清書システムAMS TeX 
・音響問題有限要素解析パッケージFEPACF 
 ・3次元閉空間音響解析ACOUSFEP 
 ・軸対称音響放射問題解析RADFEP 
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 ・軸対称圧電振動解析AXIPIEZO 
・設計製図システムMicroCADAM 
 
11．言語処理プログラム 
 筆者が 43 年間で習得または挑戦したプログラミン
グ言語は，以下のとおりである．注釈を付けておく． 
・ALGOL（OKI－PAL）（ALGOrithmic Language） 
・FORTRAN（FORmula TRANslator：IBMのJohn 
Warner Backusが開発） 
・FORTRAN 3000E（電気通信大学OKITAC版） 
・FORTRAN－Ｓ（FACOM 230-45S 版）， 
・Fortran77，Fortran90（FACOM M-Series，IBM） 
・C++（Bell研のBjarne StroustrupがCを拡張し，
Object Oriented Programmingを可能にした） 
・Pascal（ETH Zürich,Niklaus Wirthが開発） 
・PL/I（Programming Language/Ⅰ(One)） 
・COBOL（COmmon Business Oriented Language：
米海軍のGrace Murray Hopper 中佐が開発） 
・APL（A Programming Language） 
・LISP（LISt Processor：UTI-LISP，Common LISP） 
・Prolog（Program in Logic） 
・REXX（REstructured eXtended eXecutor：IBM 
のMike Cowlishaw が開発） 
・Java（Sun Microsystems 社の James Gosling が
開発） 
・Perl（Practical Extraction and Report Language：
Larry Wall が開発） 
・Ruby（日本人：まつもとゆきひろMatzが開発） 
・PHP（始まりはPersonal Home Page tools で，現
在はPHP: Hyper Preprocessorの再帰的な頭字語：
Rasmus Lerdorfが開発） 
・Python（Guido van Rossum が開発） 
・BASIC（Beginner's All-purpose Symbolic Instruc-
tion Code：米Dartmouth 大学のJohn.G.Kemeny
教授とThomas.E.Kurz教授が開発） 
・JavaScript 
・Visual Basic（Microsoft） 
［第4世代言語］ 
・SAS 
・REDUCE 
・Mathematica 
・JMP（John's Macintosh Products） 
・TSP（Time Series Processor） 
・SHAZAM 
・MATLAB 
［その他の言語］ 
・TeX，LaTeX 
・HTML 
 
12．データベース 
・日経NEEDS･･･マクロMACRO，金融MONEY，
エネルギーENERGY，中国CHINA 
・地震震源データベース･･･1960年以降約20万件 
・経済関係DB･･･有価証券報告書，株価収益率 
・トリチウム文献データベース･･･2779件 
・電総研手書き文字パターンDB･･･約20万件 
・日本現存朝鮮古書データベース･･･集部3,000件 
 
13．その他，行事など 
・夢大学 inTOYAMA 
・公開講座 
・教務事務電算化委員長（学生証の磁気カード化，各
種証明書自動発行機の導入） 
・情報処理教育部会委員，テキスト作成 
・講習会 
・子供向け情報科学週間行事参画 
・理学部同窓会理事，幹事長，副会長，広報委員長 
・富山大学同窓会連合会幹事長（４期8年） 
・2015PCC 開催（実行委員長） 
 
14．富山大学情報センターへの期待 
 やり残した，１）学生ポータルとSingle Sign-On，
２）PCの必携化とPC工房設置，3）電子教科書教材
の整備とVirtual Professorによる情報処理の講義を，
是非近い将来に実現して欲しい．そして，Center 
Oriented Center をポリシーとして，全国の見本とな
るような，学生，教職員が誇れる「情報センター」を
目指して欲しい．大学ホームページのユーザビリティ 
で，全国1位になったように． 
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